
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2023/2/26(No.1223) 

四旬節第１主日 (マタイ 4:1-11) 
今年は「これらの石がパンに」を黙想します 

 

「瀬戸山の風」３月号に書いたのですが、中村大司教様の田平小教
区公式訪問の際は、皆様にご協力頂き、感謝申し上げます。それなのに、
私は信徒との集いの式次第の中で、評議会議長あいさつをすっ飛ばして
しまい、穴があったら入りたいくらいです。責任を取って田平教会主任
司祭を降りたいくらいです。まだ、降りませんけど。  

四旬節第１主日は、イエスが悪魔から誘惑を受ける場面が朗読され
ます。悪魔は三つの誘惑で挑みます。三つとも考える材料にするのでは
なく、今年はその中の最初の誘惑「神の子なら、これらの石がパンにな
るように命じたらどうだ」を考えてみたいと思います。  

この誘惑で、「空腹を覚えられたイエス」がパンを欲しがるという
のは分かるのですが、なぜ悪魔が「石」「石ころ」をパンになるように
命じたらどうだと誘惑するのだろうか？とふと考えました。30 年このか
た、考えたことも無かったのですが、イエスにパンの誘惑をするだけだ
ったら、何も無いところからパンを生み出すことだってできそうなもの
です。悪魔はなぜ、「石」「石ころ」を最初に取り上げたのか。  

どこかの解説に書かれていたわけではないのですが、「聖書の分か
ち合い」だと思って聞いてください。この「石」をパン屋に持ち込んだ
ら、パンと交換してくれるとしたらどうでしょうか。どこにも説明され
ていませんが、石にいくらかの価値があって、パン屋が喜んでパンと交
換してくれる。その可能性も無くはありませんね。  

しかしそれでも悪魔はイエスを、この世のものに依存して神への信
頼から引き離してしまおうとしていることに変わりはありません。こう
してみると、悪魔の誘惑は私たちへの誘惑でもあるわけです。  

私たちも日常で神への信頼から遠ざかっているなら、追い詰められ
た事態になるとますますこの世のものにすがろうとしてしまいます。ま
んまと悪魔の誘惑に引っかかってしまいます。そこをイエスはご自分の
模範で戒めようとするのです。「『人はパンだけで生きるものではない。
神の口から出る一つ一つの言葉で生きる』と書いてある。」（4・4）  

ただ実際は、私たちは誰かを通して、「神の口から出る一つ一つの
言葉」を聞きます。中田神父は二人の神父様に助任司祭としてお仕えし、
それぞれの神父様の言葉でこれまで活かされてきたと強く感じています。
一つは川添神父様の、「お前なぁ。六十（歳）にならんと言えんことも
あっとぞ」です。私は調子に乗りすぎて公の場で失言したことがありま
した。それを戒めた言葉です。今中田神父は、もう少しで六十歳になろ
うとしている中で、「あの言葉は神の口から出る一つ一つの言葉であっ
た」としみじみ思うのです。  

もう一つは、竹山神父様の言葉です。教会建設を本腰入れて始めよ
うとする時期で、肺炎でお亡くなりになる前、個人的に言われた言葉で
す。振り返ると私への遺言となってしまいました。「聖堂は、どうやっ
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て建つか分かるか？聖堂はな、祈らんば建たんとぞ。」今まさに耐震工
事が目の前に迫っている。その準備として積立もしている。しかししか
し、祈らなければ、耐震工事は完成しない。そういうことではないでし
ょうか。  

祈りの積立が十分でなければ、ルカ 14 章 30 節の「あの人は建て始
めたが、完成することはできなかった」ということにもなりかねません。
祈りが込められた聖堂として、耐震工事は完了しなければなりません。
竹山神父様の言葉も、六十歳を間近にようやく「神の口から出る一つ一
つの言葉であった」と思います。  

私たちを活かしているのは、「神の口から出る一つ一つの言葉」で
す。微量の金が混じっている石で活かされているのでもなく、行列がで
きるほどのパン屋さんのパンでもありません。むしろこの世のパンを犠
牲にして、100 年以上前に聖堂を完成させた先祖の祈り、先祖の口を通
して唱えられた「神の口から出る一つ一つの言葉」が、私たちを活かし
ているのです。  

悪魔は、この世のものにすがり、しがみつく人を簡単に誘惑して自
分よりも悪い存在にしてしまいます。しかし「神の口から出る一つ一つ
の言葉」に拠り所をおいて生きる人は、たとえその人がか弱い子どもで
あっても、誘惑し征服することはできないのです。  

神の口から出る一つ一つの言葉は、特にこのミサを通して私たちに
豊かに与えられます。悪魔に隙を見せず、神のことばが一人一人を満た
し、強めてくださるよう、このミサの中で祈っていきましょう。  
 

四旬節第 2 主日 (マタイ 17:1-9) 


